
応用物理学会薄膜・表面物理分科会奨励賞規程 

 

1.  本規程は薄膜・表面物理関連分野の進歩向上に貢献すると期待される優れた若手研究者

に対して公益社団法人応用物理学会薄膜・表面物理分科会（以下、薄膜・表面物理分科

会）が行う表彰について定める。 

2.  本表彰を「応用物理学会薄膜・表面物理分科会奨励賞」という。  

3.  表彰の対象者は、原則として表彰時の前年 7 月末日までの 1 年間に学術刊行物に掲載

された薄膜・表面物理関係の原著論文の筆頭著者個人とする。  

4.  受賞候補者は、応募時点において薄膜・表面物理分科会会員で、表彰時の 3 月末時点で

満 39 歳未満の者とする。 

5.  公募に応じた自薦および他薦の候補者から受賞者を選考する。  

6.  すでに公に顕著な賞を受けた論文は、候補対象とされない場合がある。 

7.  表彰は原則として毎年 2 件以内とする。  

8.  表彰は賞状授与および記念品贈呈とする。 

9.  表彰式は毎年、応用物理学会春季学術講演会中に行う。 

10. 薄膜・表面物理分科会常任幹事会は受賞候補者募集要項を毎年 6 月度の「薄膜・表面物

理分科会ニュースレター」および「応用物理」誌上に公表し広く募集する。 

11. 受賞者の選考は薄膜・表面物理分科会幹事長が委嘱した薄膜・表面物理分科会表彰選考

委員会が行う。  

12. 受賞候補者が決定したとき薄膜・表面物理分科会表彰選考委員会委員長は薄膜・表面物

理分科会常任幹事会に選考の経過を報告し、受賞候補者を推薦する。  

13. 薄膜・表面物理分科会常任幹事会は推薦をもとに受賞者を決定し、選考の経過および結

果を薄膜・表面物理分科会幹事会に報告する。 

14. 薄膜・表面物理分科会幹事長は、選考の経過および結果を応用物理学会理事会に報告す

る。 

15. 本表彰の実施に関する必要な事項の審議および決定は薄膜・表面物理分科会常任幹事会

が行い、幹事会に報告する。  

16. 本規程の改正は、薄膜・表面物理分科会幹事会で定め、総務担当理事が承認し、理事会

に報告する。 

 

附則  本規程は 2016 年 4 月 1 日より施行する。 

   2023 年 9 月 26 日 改正 総務担当理事承認 

   2023 年 11 月 6 日 改正 総務担当理事承認 
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応用物理学会薄膜・表面物理分科会奨励賞選考内規 

 

1.  応用物理学会薄膜・表面物理分科会奨励賞の審査は、薄膜・表面物理分科会表彰選考委

員会によって行う。 

2.  薄膜・表面物理分科会表彰選考委員会は、薄膜・表面物理分科会幹事長が委嘱した若干

名の選考委員をもって構成する。 

3.  選考委員長は委員の互選により決める。  

4.  選考委員の任期は当該年度の表彰式までとする。  

5.  選考委員会は毎年 11 月末までに受賞者を選考し、その結果を 12 月開催の薄膜・表面

物理分科会常任幹事会に報告する。  

6.  受賞者および選考委員の氏名は選考結果の理事会報告後に公表する。  

7. 選考委員は選考経過内容については、受賞者決定後といえどもこれを口外してはならな

い。  

8.  薄膜・表面物理分科会幹事会は必要と認めた場合、その議決により本内規を改正するこ

とができる｡  

 

附則  本内規は 2016 年 4 月 1 日より施行する。 

    2023 年 9 月 26 日 改正 総務担当理事承認 

 

表彰選考委員会申し送り事項 

1.  学術刊行物への掲載にはオンラインでの公表も含むこととする。 
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